
子ども・子育て支援新制度とその背景について

岡崎市児童育成支援行動計画（計画期間平成 17 年 4 月から平成 27 年 3 月）

全自治体での行動計画の策定

平成27年 4月から平成 32年 3月を計画期間とする

子ども・子育て支援事業計画の策定

“社会全体”で子ども・子育てを支援

～少子化対策から子ども・子育て支援へ～

第７条

明日の安心と成長の

ための緊急経済対策

平成 22 年

子ども・子育て

ビジョン
閣議決定

平成元年

1.57 ショック
↓

平成６年
エンゼルプラン

平成 15 年

少子化対策

基本法制定

全自治体での行動計画の策定

（平成27 年３月末までの時限立法）

平成 15 年

次世代育成支

援対策推進法

社会保障・税一体改

革に関する確認書

平成 24 年

子ども・子育て

関連３法公布

少子化社会対策会議
↓

子どもと家族を応援する日本重点戦略
↓

少子化対策特別部会第１次報告で

これからの保育制度のあり方を提言

第 18 条

平成 22 年

子ども・子育て

新システム
検討会議設置

“保育環境”

の整備

“子育て家庭”を

社会全体で支援

１．国における子ども（子育て支援）政策の動向

２．岡崎市におけるこれまでの取組み
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＜特徴＞

・次世代育成支援対策推進法第８条第１項に基づく市町村行動計画

（愛知県少子化対策推進基本計画「あいちはぐみんプラン」連携）

・ 岡崎市総合計画における個別計画

＜行動計画策定時からの推移＞

年度（４月） 総人口
18 歳未満

人口

０～６歳

未満

～１２歳

未満

～１５歳

未満

～１８歳

未満

平成 16 年 351,467 68,534 22,922 22,475 11,137 12,000

平成 25 年 378,249 69,390 23,251 22,721 11,829 11,589

地域を対象とする事業 16 年度 25 年度

保育園 48 53

幼稚園 24 25

認可外保育施設 10 13

児童育成センター 14 34

民間児童クラブ 10 9

児童遊園・こども広場 324 332

学区こどもの家 42 42

つどいの広場 0 5

一時保育 5 17

３．「岡崎市子ども・子育て支援事業計画」

１ 子ども・子育て支援新制度における課題への対応

現状・課題

●急速な少子高齢化

●生涯未婚率の増加

●都心部を中心とした待機児童の増加

●放課後児童クラブの不足・小１の壁 等

現状・課題

●地域とのつながりの希薄化・子育ての孤立感

●子育ての負担感の増加

●女性の出産・子育てを機にした離職

●地域の実情に応じた支援対策の不足 等

現状・課題

●子ども・子育ての質の低下

●親になりきれていない親の増加

●縦割りの行政運営 等

対応・方策

質の高い幼児期の学校

教育、保育の総合的な

提供

対応・方策

保育の量的拡大・確保

・待機児童の解消

・地域の保育を支援

・区域設定による管理

対応・方策

地域の子ども・子育て

支援の充実

手法

◎地域のニーズに

基づいた計画策

定

◎消費税率変更に

よる社会全体で

の費用負担

◎制度ごとに異な

る政府の推進体

制の整備

◎子育て支援の政

策立案過程への

参加・関与を目的

とした会の設置

※



市においては、次世代を担う子どもたちが豊かな人間性を育みながら、たくましく

成長することを目指す、「はばたく夢 子どもとともに育つ都市
ま ち

大好き おかざき」

を基本理念とする「岡崎市児童育成支援行動計画」により、子どもや子育て家庭に関

する施策・事業を総合的に推進し、「公私格差のない保育環境、待機児童ゼロ」とい

った市の特徴を保持しつつ、基本理念の実現に向けた環境づくりに取り組んできまし

た。

この計画は、市の総合的な施策展開の指針として平成１７年４月を始期とする１０

年間の集中的な取組みを網羅するものであり、平成２７年３月に計画期間が終了しま

す。一方、平成２４年８月公布の子ども・子育て支援法に基づき、市町村では、「子

ども・子育て支援事業計画」を定めることとなります。

市では、子ども・子育てに関する様々な課題を解決するため、平成２７年３月まで

に新制度を反映した「（仮称）岡崎市子ども・子育て支援事業計画」を岡崎市児童育

成支援行動計画の理念を継承する計画として策定します。

２ 事業計画の位置づけ

・第６次岡崎市総合計画後期基本計画（平成２７年度～平成３２年度）における分野

別計画

・「子ども・子育て支援法」第 61 条に規定する市町村計画

少子化対策の視点 子ども・子育ての視点

保育

サービス
保健・
医療

教育
希望

●子育て家庭の状況を鑑み、ニーズに対応する

保育・教育サービスなどを提供する
●当事者の目線に立ち、子どもの“育ち”や子育

てを社会全体で支援する

夢

保育・教育・就労･生活環境を

社会全体で整備

子どもを産みやすい・育てやすい環境づくり 子どもの“育ち”を大切にした環境づくり

これまでの子育て支援 子ども・子育て支援新制度

※子ども・子育て会議では、有識者から子育ての当事者まで幅広い委員構成でもって、子育ての

ニーズを把握する意識調査や子ども・子育て支援に関する取り組み、今後の保育サービスの見込

量などについて検討を行います。


